
一
頁

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
二
号

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条

第
四
項
、
第
十
七
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
一
条

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
障
害
児
相

談
支
援
事
業
と
す
る
。

（
市
町
村
か
ら
の
報
告
）



二
頁

第
二
条

市
町
村
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
、
当
該
通
報

又
は
届
出
に
係
る
事
実
の
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
障
害

者
虐
待
（
以
下
「
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
」
と
い
う
。
）
の
事
実
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
又
は
更
に
都
道

府
県
と
共
同
し
て
事
実
の
確
認
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等

に
よ
る
虐
待
に
係
る
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
障
害
者
福
祉
施
設
又
は
同
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等

の
事
業
所
（
以
下
「
障
害
者
福
祉
施
設
等
」
と
い
う
。
）
の
所
在
地
の
都
道
府
県
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

障
害
者
福
祉
施
設
等
の
名
称
、
所
在
地
及
び
種
別

二

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
を
受
け
た
又
は
受
け
た
と
思
わ
れ
る
障
害
者
の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
障
害

の
種
類
、
障
害
程
度
区
分
（
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
障

害
程
度
区
分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
の
心
身
の
状
況

三

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
の
種
別
、
内
容
及
び
発
生
要
因

四

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
を
行
っ
た
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
（
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
障

害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
職
種



三
頁

五

市
町
村
が
行
っ
た
対
応

六

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
が
行
わ
れ
た
障
害
者
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
改
善
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
場

合
に
は
そ
の
内
容

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
公
表
事
項
）

第
三
条

法
第
二
十
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
が
あ
っ
た
障
害
者
福
祉
施
設
等
の
種
別

二

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
を
行
っ
た
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
の
職
種

（
市
町
村
か
ら
の
通
知
）

第
四
条

市
町
村
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
、
当
該
通

報
又
は
届
出
に
係
る
事
実
の
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
（
以
下
「

使
用
者
に
よ
る
虐
待
」
と
い
う
。
）
の
事
実
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
又
は
更
に
都
道
府
県
と
共
同
し
て
事
実
の
確
認
を
行
う

必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
使
用
者
に
よ
る
虐
待
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



四
頁

一

事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
業
種
及
び
規
模

二

使
用
者
に
よ
る
虐
待
を
受
け
た
又
は
受
け
た
と
思
わ
れ
る
障
害
者
（
以
下
「
被
虐
待
者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
、
性
別

、
年
齢
、
障
害
の
種
類
、
障
害
程
度
区
分
そ
の
他
の
心
身
の
状
況
及
び
雇
用
形
態

三

使
用
者
に
よ
る
虐
待
の
種
別
、
内
容
及
び
発
生
要
因

四

使
用
者
に
よ
る
虐
待
を
行
っ
た
使
用
者
（
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
使
用
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
氏
名
、

生
年
月
日
及
び
被
虐
待
者
と
の
関
係

五

市
町
村
が
行
っ
た
対
応

六

使
用
者
に
よ
る
虐
待
が
行
わ
れ
た
事
業
所
に
お
い
て
改
善
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
内
容

（
都
道
府
県
か
ら
の
報
告
）

第
五
条

都
道
府
県
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
法
第
二
十
三

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
、
当
該
通
報
、
届
出
又
は
通
知
に
係
る
事
実
の
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
使
用
者
に
よ
る
虐
待

の
事
実
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
又
は
更
に
都
道
府
県
労
働
局
と
共
同
し
て
事
実
の
確
認
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
使
用
者
に
よ
る
虐
待
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
に
報
告
し
な
け
れ



五
頁

ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
業
種
及
び
規
模

二

被
虐
待
者
の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
障
害
の
種
類
、
障
害
程
度
区
分
そ
の
他
の
心
身
の
状
況
及
び
雇
用
形
態

三

使
用
者
に
よ
る
虐
待
の
種
別
、
内
容
及
び
発
生
要
因

四

使
用
者
に
よ
る
虐
待
を
行
っ
た
使
用
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
被
虐
待
者
と
の
関
係

五

都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
行
っ
た
対
応

六

使
用
者
に
よ
る
虐
待
が
行
わ
れ
た
事
業
所
に
お
い
て
改
善
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
内
容

（
船
員
に
関
す
る
特
例
）

第
六
条

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
の
適
用
を
受
け
る
船
員
で
あ
る
障
害
者
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
使
用
者
に
よ

る
虐
待
に
係
る
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
都
道
府
県
労
働
局
と
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
運
輸
局
そ
の
他
の
関
係

行
政
機
関
と
」
と
、
「
当
該
使
用
者
に
よ
る
虐
待
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
」
と
あ
る
の
は

「
地
方
運
輸
局
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
」
と
す
る
。

（
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
公
表
事
項
）



六
頁

第
七
条

法
第
二
十
八
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

使
用
者
に
よ
る
虐
待
が
あ
っ
た
事
業
所
の
業
種
及
び
規
模

二

使
用
者
に
よ
る
虐
待
を
行
っ
た
使
用
者
と
被
虐
待
者
と
の
関
係

（
法
第
三
十
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
八
条

法
第
三
十
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

一
日
に
保
育
す
る
乳
幼
児
（
児
童
福
祉
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
乳
児
又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
幼

児
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
数
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
が
五
人
以
下
で
あ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
そ
の
旨
が
約

款
そ
の
他
の
書
類
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
も
の

イ

事
業
主
が
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
乳
幼
児
を
保
育
す
る
た
め
に
自
ら
設
置
す
る
施
設
又
は
当
該
事
業
主
か
ら
の
委

託
を
受
け
て
当
該
労
働
者
の
乳
幼
児
の
保
育
を
実
施
す
る
施
設
に
あ
っ
て
は
、
当
該
労
働
者
の
乳
幼
児
の
数

ロ

事
業
主
団
体
が
そ
の
構
成
員
で
あ
る
事
業
主
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
乳
幼
児
を
保
育
す
る
た
め
に
自
ら
設
置
す
る
施

設
又
は
当
該
事
業
主
団
体
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
当
該
労
働
者
の
乳
幼
児
の
保
育
を
実
施
す
る
施
設
に
あ
っ
て
は
、
当

該
労
働
者
の
乳
幼
児
の
数



七
頁

ハ

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
に
基
づ
く
地
方
公
務
員
共
済
組
合
そ
の
他
の

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
組
合
等
が
そ
の
構
成
員
の
乳
幼
児
を
保
育
す
る
た
め
に
自
ら
設
置
す
る
施
設
又
は
当
該
組
合

等
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
当
該
構
成
員
の
乳
幼
児
の
保
育
を
実
施
す
る
施
設
に
あ
っ
て
は
、
当
該
構
成
員
の
乳
幼
児
の

数
ニ

店
舗
そ
の
他
の
事
業
所
に
お
い
て
商
品
の
販
売
又
は
役
務
の
提
供
を
行
う
事
業
者
が
商
品
の
販
売
又
は
役
務
の
提
供

を
行
う
間
に
限
り
、
そ
の
顧
客
の
乳
幼
児
を
保
育
す
る
た
め
に
自
ら
設
置
す
る
施
設
又
は
当
該
事
業
者
か
ら
の
委
託
を

受
け
て
当
該
顧
客
の
乳
幼
児
を
保
育
す
る
施
設
に
あ
っ
て
は
、
当
該
顧
客
の
乳
幼
児
の
数

ホ

設
置
者
の
四
親
等
内
の
親
族
で
あ
る
乳
幼
児
の
数

ヘ

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
一
時
預
か
り
事
業
を
行
う
保
育
所
以
外
の
施
設
に
あ
っ
て
は
、
当
該

事
業
の
対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
数

二

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業
の
届
出
が
行
わ
れ
た
施
設

三

半
年
を
限
度
と
し
て
臨
時
に
設
置
さ
れ
る
施
設

四

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
幼
稚
園
を
設
置
す
る
者
が
当
該
幼
稚
園
と
併
せ
て
設



八
頁

置
し
て
い
る
施
設

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改

正
）

第
二
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平

成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
号
中
「
第
二
百
二
十
三
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
の
下
に
「
、

第
二
百
一
条
（
第
二
百
二
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
、
第
百
二
十
四
条
及
び
第
百
五
十
二
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加
え
る
。

第
百
七
十
一
条
中
「
、
第
七
十
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
五
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
五
十
八
条
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第



九
頁

五
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
五
条

」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
八
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
次
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
七
十
一
条
」
と
」
を
削
る
。

第
二
百
二
十
条
第
一
項
第
四
号
中
「
ハ
」
を
「
ロ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
中
「
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
を
「
当
分
の
間
」
に
改
め
る
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年

厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
前
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
八
項
中
「
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
を
「
又
は
就
労
移
行
支
援
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
中
「
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
を
削
る
。

第
四
十
三
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加
え
る
。



一
〇
頁

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
四
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加
え
る
。

第
九
十
条
第
二
項
中
「
第
六
十
四
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
項
」
を
「
第
六
十
四
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
七
項
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
二
項
後
段
」
を
「
前
条
第
四
項
後
段
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
中
「
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
を
「
当
分
の
間
」
に
改
め
る
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
五
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加
え
る
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
福
祉
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
六
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
福
祉
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百



一
一
頁

七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加
え
る
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
七
条

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令

第
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
及
び
第
四
号
中
「
第
六
号
ロ
」
を
「
第
七
号
ロ
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
第
四
号
イ
⑶
」
を
「
第
四
号
イ
⑵
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
を
削
る
。

第
三
十
六
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加
え
る
。

（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
八
条

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労

働
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加
え
る
。



一
二
頁

（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
九
条

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生

労
働
省
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
四
号
中
「
第
二
十
四
条
の
十
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
の
十
二
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
中
「
災
害
」
の
下
に
「
、
虐
待
」
を
加
え
る
。

（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）

の
規
定
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
虐
待
を
受
け
た
障
害
者
の
保
護
及
び
自
立
の
支
援
並
び
に
養
護
者
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
こ
と
（
大
臣
官
房
及
び
他
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。


